
米国の原子力発電所に係る火災防護規定の変遷 
（リスク情報を活用したパフォーマンスベース規制導入の経緯） 

NFPA805の移行率 
1980年以前に運転を開始したプラント  

 32/53 ≒ 60.4％ 
1980年以降に運転を開始したプラント  

 18/51 ≒ 35.3％ 
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 詳細は第５回委員会資料「米国におけるリスク情報を活用したパフォーマンスベース
規制導入の経緯」を参照。http://www.rs.kagu.tus.ac.jp/tujimoto/shiryo_5_3.pdf 
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